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理学部校舎改修工事が竣功 し ， 供用 開始
富 山 第 一銀行奨学財 団 か ら 助成金の 贈 呈
経済学部 と 大韓 民国江原大学校経営 大 学 と の 学術交 流に関する意見交換 を 実施
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株式所有等に よ り 営 利 企 業 の 経営に参加 し 得る地位にある職 員 の 報告につ い て
国 家公務員倫理規程事例集 の 活用につ い て
4砂
4砂
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司事J�a
（法 律）
O教育公務員特例法 の 一 部 を 改正する法律 （63) （平成 14.
6 .  1 2官報号外第 1 20号）
0著作権法 の 一 部 を 改正する法律 （72) （平成 1 4. 6 . 1 9  
官 報 号外第 1 26号）
（政 令）
O独立行 政法 人 等 の 保有 する情報 の 公 開 に関する法律 の
施行期 日 を定 め る政令 ( 1 9 8) （ 平 成 1 4. 6 .  5 官 報第
3375号）
0独 立 行 政 法 人 等 の 保 有 する情 報 の 公 開 に関する法律施
行令 ( 1 99) （同）
0教育公務員特例法施行令の一部 を 改正する政令 （240)
（平成 1 4. 6. 2 8官報第3392号）
O 国 家公 務 員共 済 組 合 施 行 令 の一部 を 改 正 す る 政 令
(239) （同）
（規 則）
O給与等に関する人 事 院承認等 の 廃止 ・ 合 理 化 の ための
関係 人 事院規則 の 整備等に関する 人 事 院規 則 （ 人 事 院
1 - 36)  （平成 1 4. 6 .  20官報号外第 1 27号）
0人事 院規則 1 7- 0 （管理職員 等 の 範囲） の 一部 を 改正
する人事院規則 （ 人 事 院 1 7 0 66) （平成 1 4. 6 .  25  
官報第3389号）
（省 令）
O教育職員免許法施行規則 の 一 部 を 改正する省令 （文部
科学3 1 ) （平成 1 4. 6 .  24官報第3388号）
（告 示）
O大 学 の 名 称 を 変更 する件 （文部科学1 08) （平成 1 4. 6 .  
5 官報第3375号）
0大学 の 位 置 を 変更 する件 （同 1 09) （同）
O短期 大 学 の 廃止 を 認可 し た 件 （同 1 1 1 ) （平成 1 4. 6 .  
1 3官報第33 8 1 号）
0短期大学並びに大学院 の研究科， 学部， 短期大学 の 学
科及び学部 の 学科 の 廃止 を認可し た 件 （同 1 1 2 ) （同）
己！） � � 
施設整備委員会（6月3日）
（審議事項）
(1 ） 平 成 1 5年度概 算 要求に つ い て
(2） 富 山 大学施設利用細則につ い て
国立大学再編・統合検討委員会（6月3日）
（審議事項）
( 1 ) 第 4 回新大学構想協議会につ い て
水質保全センター運営委員会（6月6日）
（審議事項）
( 1 ） 平 成 1 3年度水 質 保全センタ ー 運営費決算
(2） 平 成 1 4年度水質 保全セ ン タ ー 運営費予算 （案）
(3） 水 質 保 全センタ ー 長 の 推薦につ い て
(4） 水 質 保全センタ ー の 名称変更につ い て
入学試験実施委員会（6月6日）
（審議事項）
( 1 ) 平 成 1 5 年度入 学 者 選 抜 検査 の 実 施に 関 する申合 せ
（案） につ い て
(2） 平 成 1 5年度入 学 試験 日 程 （案） に つ い て
(3） 平 成 1 5年度富 山 大学入学者選抜要項 （案） につ い て
入学試験管理委員会（6月7日）
（審議事項）
( 1 ） 平 成 1 5年度入 学 者 選 抜検査の 実 施に関する申 合 せ
（案） に つ い て
(2） 平 成 1 5 年度入学試験 日 程 （案） に つ い て





( 1）新大 学構想につ い て
評議会（6月21日）
（審議事項）
(1）教員定員 の 運用につ い て
会主4もす」




(3）平成 1 5年度概算要求 （案）につ い て
(4）平成 1 4年度学 内予算配 分 （案）につ い て
国立大学再編・統合検討委員会（6月28日）
（審議事項）
( 1）第 5 回新大学構想協議会につ い て
ミ』
「夢大学i n TOYAMA’ 02」 を平成14年9月14 日 （土）
に開催
本 学 の 大 学 開放事業 「夢大 学in TOYAMA’02」 を 本 年
9 月 1 4 日 （土）に 開 催 し ， 別 紙 の イベ ン ト が行われるこ
と にな り ま し た 。
今年度は， 実験展示を 「大 いに遊ぶゾー ン 」 ， 「勉強す
るゾー ン 」 ， 「環境 を よ く するゾー ン 」 及 び「特 別 展 示」
の 5 区 分に分 け て 計4 0 の 企 画 が盛り込 ま れて い ま す。
ま た ， 体験入学講座は， 中 ・ 高校生等青少年対象講座
が2 2講 座 ， 高校生 ・ 社 会 人 対象講座 が 2講 座 ， 中・ 高校
生 ・ 社 会 人 対象講座 が 7 講 座 及 び社 会 人 講 座 が 1 講座 の
計 3 2講 座 開 催 さ れ ま す。 （イベ ン ト の 内 容は， 本 学 の
ホ ー ム ペー ジhtt p: //www.a dm. toya ma u .  ac. j p/sou mu /kenk 
yo /yu me /yu meda i gaku . ht mlにも掲 載 さ れて い ま す。 ）
本 学 では， こ の 「夢大 学 in TOYAMA’0 2」 に多 く の 方
が参加 さ れるこ と を期待 し て い ま す。
な お ， 参加申 し 込 み 等 に つ い ては 総 務 部研 究 協 力 課
（会076 445  - 6063）ま で お 問 い 合わせ下さ い 。
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夢大学の定 番。 ゲームから暗号などの最先端技術まで何でもあるよ。 今すぐ大
学院棟5階へ



























































学 部 等 担 当 者
人 文学部 中井助教授
教 育 学部 雨宮教授
経 済 学部 柳井助教授
経 済 学部 岩内助教授
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環境 を よ く するぞーん
展 刀て 名 内 '.;';. ・ 学 部 等 担 当 者
熱サイホン式雪発電 10。Cで沸騰。 5 °Cで液化， 逆流する滝の驚異， 進化した雪発電とその原理を見 理学部 針馬教授せます。
f青き流れ？神通川をあなたも汚している
一見きれいな神通川。しかし，この川もリンスや柔軟仕上げ剤で汚されている。 理学部 波多助手
奥黒部の自然とイワナの生活 奥黒部に棲むイワナの生活から「森」と「川IJのつながりを考えます。 理学部 和田助教授
未来のエネルギー資源G TL 未来のエネルギー資源G T Lって何？？？ 工学部 椿教授












疲れた時には， お茶を飲んで， お菓子を食べて， 元気になってまた見学しましょう。
国 学 部 名 ｜指導主任教官名｜
中・高校生等青少年対象講座
ドイツ語？ドイツ話！ビデ オとパソコンでドイツ語にアプローチする 2 0 人文学部 宮内助教授
図形パズルで遊ぽう！ 4 0 教育学部 浅沼教授
パソコンを使ってパラパラアニメを作ろう 2 0 教育学部 上山講師
不登校について話してみませんか。 1 0 経済学部 高山助教授
世界のお金持ち，お金持ちになる方法 2 0 経済学部 清家教授
レーザーを使って光をいじってみよう 8 理学 部 松島教綬
鏡の中の分子と比べてみれば（パスツールの追体験・光学分割） 6 理学 部 高安教授
電気の力でタンパク質やDN Aを分けてみよう 8 理学 部 松田助手
化学の眼で見たきれいな水・おいしい水 6 理学 部 消楼教授
雷ってどんな現象 1 0 工学 部 升方教授
形状記憶合金薄膜でおもちゃを作る 5 工学 部 中谷教授
コンビュータの世界を探検して見ょう 1 0 工学 部 山淵教授
迷路を作って遊ぽう！ 7 工学 部 森田教授
風エネルギーの見直し 1 0 工学 部 奥井教授
ロボット技術の原点”制御”を学ぽう 1 5 工学 部 大住教授
遺伝子解析への第一歩ー細胞の中のDN Aを自分の目で見てみようー 5 工学 部 磯部教授
自分のベイゴマを造ろう！ 8 工学 部 穴回助教授
たくみの舘～鉄と セラミ ックスの部屋～ 8 工学 部 寺山教授
環境を守る蓄電池／ニッケル水素二次電池の製作 1 0 水素同位体科学研究 センタ ー 波多野助教授
極東より愛をこめて 1 0 極東地域研究 センタ ー 川田教授
イラストが動き，音楽が流れるホ ームページを作ってみよう 3 0 総合情報処理センター 高井助教授
身のまわりにある放射性物質を測ってみよう！ 6 放射性同位元素総合実験室 井上教授
高校生 ・社会人対象講座
開発教育入門ワ ークショップーゲームを通して国際理解を考えようー I 3 o 






恩いやりの心が実感できるシニア体験 1 0 教育学部 神川教授
南極の自然 2 0 教育学部 字井教授
君も名裁判官！一輝け1消費者 契約法一 4 0 経済学部 角森教授
ミ ネラル王国への招待 鉱物の科学一 1 0 理学 部 清水教授
ものづくりの不思議 どうやってつくるんだろうー 6 工学 部 松木教授
ナ ノって何なの？ 6 工学 部 池野教授
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再 編・統 合 ⑫
本 学 学 内 広 報紙 「富大速報」 第 14号 に 標 記 の 記 事が次の と お り 掲載 さ れ ま し た。
0富大速報第14号 『再編・統合⑫』
｜第4回新大学構想協議会報告｜
0 平成14年 5 月 29 日 （水） に 第 4 回新大学構想協議会が富 山 医 科薬科大 学 に お い て開催 さ れ ま した。 この協議
会 の 議事概要 は ， 以 下 の と お り で す。
［議 事］
1 議事要録 の確認 につ い て
第 3 回協議会 （ 5 月 1 4 日 開催） の 議 事 要 録が確認 さ れた。
2 新大学 の 構想、 に つ い て
( 1 ） 基礎デー タ につい て
学生 の 入口 ・ 出口， 外部資金 の獲得， 任 期 制 の 導 入及び予算配分 （ 傾斜配 分） 等 の 状況 につい て ， 各大
学から提 出 さ れ た資料 に基づ き それぞれ 説 明が あ り ， 質疑応答があった。
(2） 学部編成， 教 養 教 育 等 につい て
蝋 山 学長， 倉 知 医学部長 竹口薬学 部 長 及 び 松 崎 教 授 か ら ， 資料 「富 山 大 学， 富 山 医科薬科大学 の新大
学構想 につい て 」 ， 「総合 人 間科学部 ： 新大 学 の 学部 に つい て の 1 提案 」 ， 「レベルが高 く ， 個性輝 く ， 独 立
法 人 化 後 に も生 き 残れ る 大 学」 及 び 「共通教 育 実施機構」 に基づ きそれぞれ 説明があった後， 種々 意見交
換が あ った。
3 今後 の 検 討 の 進め方 につい て
新大学 策 定 委 員 会 の開催 につ い て は ， 協 議会 に お い て 3 大 学 の 構想案 及 び 現 状 に つ い て協議を重ねた後 と
す る こ と と し た。
4 その他
( 1 ) 報道対応 につい て
今 回 の協議会 に 関 す る 報道機 関 等へ の 対応 につ い て は ， 会場大 学 で あ る 富 山 医科薬科大 学が責任をもっ
て行 う こ と を確認 し た。
(2） 次回協議会 に つ い て
次 回協議会 は 富 山 大 学 で の開催 と なっ て お り ， 開催日時等 の詳細 に つ い て は 事 務 局 で 調 整 す る こ と と し
た。
以 上
※ 再編 ・ 統合 に 関 す る 情報を提供す る ために、 富 山 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ 「学内向け情報」 に （再編・統合情報）
の 項 目 を設 置 し ま し た。 富 大速報 はここからも ご 覧 に な れ ま す。
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｜平成14年度富山大学国際交流活性化推進事業（前期分）の採択｜
このたび， 平成14 年度富山大学 国際交流活性化推進事業として， 次の事業が採択されました。
1. 第l種海外派遣事業（A) （遼寧大学及び協定 大学への派遣）
申 請 者
部 局｜職 名｜氏 名 派 遣 期 間 訪 問 先 研 究 課 題
人文学部 ｜ 助教授 ｜ 大 野圭介 I 14. 1. 29～14. 8.17 I 遼寧大 学 『山海経』の漢賦に与えた影 響について
( 2 0日間） ｜ （中華人民共和国）
2. 第1種海外派遣事業 （B )  （教職員の海外派遣）
申 請 者 派 遣 期 間 訪 問 先 研 7内向1、" 課 題部 局 職 名 氏 名
工学部 講 師 宮武滝太 14. 7. 17～14. 7. 21 慶照 大学校 日韓理工系学部留学生事業における 予備教育改善の
( 5日間） （大韓民国） ための現地調査
理 学 部 助 手 山崎裕治 14. 9. 5～14. 9. 15 
マックス・ブランク研究所
ヤツメウナギ類における種多様性に関する研究
(1 1 日 間） ベルリン博物館
（ドイツ連邦共和国）
3 .  第1種海外派遣事業（ c) （若手教員等の 海外派遣）
申 5青 者 派 遣 期 間 訪 問 先 研 究 課 題部 局 職 名 氏 名
理 学部 助教授 張 動 14. 5. 22～14. 5. 26 ホノルル市 N牢の変動および北極コールドハロクライン水の形
( 5日間） （アメリカ合衆 国） 成過程（第6田地球表層における地球化学 国際シン
ポジウムに出席及び発表）
工学部 助教授 松田健二 14. 8. 31～14. 9. 7 ダーパン市 AトMg Si Cu合金におけるQ’／Al界面での鏑の偏析
(8 日間） （南アフリカ共和国） （第1 5回 国際電子顕微鏡学会に出席及び発表）
工学部 教務職員 宮嶋俊明 14. 7. 21～14. 7. 26 シドニ一市 振動ボールミル内チタニア ビーズ粒子群の圧壊速度
( 6日間） （オーストラリア） に及ぼす粒子 3 次元形状の影響
(World Congress on Particle Technology 4に出
席及び発表）
4. 第2種外 国人研 究 者招へい事業（ B )  （日本滞在中の著名な 外 国人研 究者の招へい）
申 誇 者 招 へい期間 招 へ い 研 究 者 研 究 課 題部 局 職 名 氏 名 氏 名 所 属 職
工学部 教 授 森 克徳 14. 8. 28～14. 8. 31 何 橡 生 － 中 国科学院 低温物理学の応用研究の実情と
(4日間） （中華人民 共和国） 物理学研究所 将来方向
・教授 一 中国科学院の場合一
工学部 教 授 森田弘之 14. 9. 25～14. 9. 27 Yong Hae Kim · Korea Advanced ヘァロ原子効果を利用した新規
( 3 日間） （大韓民国） Institute of 合成法の開発
Science and 
Technology 
• Chair Professor 
5. 第 3 種外 国 留 学へ の 奨学 事業
氏 名 性別 所 属 学年 留 学 先 留 学 期 間
早川 蕗子 女 人文学部言語文化学科 3 ノヴォシビルスク 大学 平成14年9月1日
（ロシア） ～平成 1 5年8月 3 1日
山崎 里恵 ！ 女 ｜ 人文学部 国際文化学科 ｜ 4 ｜ 国民大学校 平成14年 3 月1日
（大韓民国） ～平成15年2月28日
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平成 14年 7 月
6. 第3 種外国人留学生への奨学 事業
受入部局 申請者 氏名 主な研究内容（性・年齢）
楊 志毅 マスメディアにおけ人文学部 る広告文などの表 現（ 男・21歳） の研究
人文学部 朴 恵H英 大衆文化の韓 日比較（女・20歳） の研究
沈 撲愛 日本の経済 と韓 国の経済学部 経済の違いについて（女・20歳） の研究
大学院理工 柏 麗麗 Pt ( ll ）、 Pa ( ll ） と加iinoac ids の錯体
学研究科 （女・24歳） の合成と 性能の研究
大学院理工 赴 暁春 人工知能の研究学研究科 （ 男・23歳）
大学院理工 王 慶君 内燃機冷却系統中流





















平成14年10月 l日津井 啓教授 ～平成15年9月30日
平成；4年10月l日舎津宣一 助教授 ～平成15年9月30日
唐 政 教授 平成14年10月 l 日～平成15年9月30日
平成14年7月10日奥井健一教授 ～平成15年 5月31日
平成14年度科学研究費補助金の交付決定
このたび， 平 成 14年度科学 研 究 費補助金の 交 付が決 定 しました 。
本 学に おける研 究 種目ごとの決 定 件数・金額等は， 以下の表のと おりです 。
研究種目 新規申請件数 交付決定件数 交付決定額 新規採択率
平成13年度
直接経費 間接経費 （%） 交付決定件数
千円 千円
特定領域研究（2) 1 6 1 1 (6) 3 4, 7 0 0 3 1 3 8 (;l) 
基盤研究（S) 1 。 。 。 。 。 。
基盤研究（A)(!) 2 2 (2) 15, 7 0 0 4, 7 1 0 。 。 2 
基盤研究（A)(2) 6 。 。 。 。。 1 (I) 
基盤研究（B)(!) 2 。 。 。。 。
基盤研究（B)(2) 34 8 ( 4) 2 6 ,200 1 1 8 8 (4) 
基盤研究（C)(!) 4 2 (!) 2, 3 0 0 2 5. 0 1 
基盤研究（C) (2) 1 3 7 3 7 (19) 4 6 ,200 1 3. 1 4 0 (27) 
萌芽研究 4 5 6 (4) 4, 7 0 0 4.4 5 (!) 
若手研究 （A) 1 0 1 6 ,  3 0 0 1 '  8 9 0 1 0. 0 
若手研究 （B) 5 7 2 5 (9) 25,200 2 8. 1 2 2 (13) 
地域連携推進研究費 。
言十 3 1 4 9 2 ( 45) 1 6 1,300 6 '  6 0 0 1 5 0 8 7 (46) 












5 5, 3 0 0 
。
23,400 
9, 4 9 0 
。
40,300 
1, 4 0 0 
45.800 
5, 7 0 0 
21,700 
。
17 6 ,090 
平成 14 年度から特定領域研究（ A) (B) (C）は特定領域研究に包括された。 また， 萌芽的研究は萌芽研究に， 奨励研
究（ A）は若手研究（ B）になり 若手研究 （ A） が新設された。
平成 14 年度から「特別推進研究」 「基盤研究（S) J， 「基盤研究（ A）」， 「 若手研究（ A) J及び「学術創成研究費」に間接
経費 が措置されることに なった。
平成13 年度の交付決定額は， 直接経費及び間接経費の合計額である。
平成13 年度の特定領域研究の交付決定件数， 交付決定額は特定領域研究（ A) . (B) . CC）の合計である。
地域連携推進研究費は平成14年度に公募はなかった。
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所 属 1議 氏 名 直接経費 間接経費
平成15年度 平成16年度 平成17年度
千円 千円 千円 千円 千円
特定領域研究
教育学部 教 授 竹内 茂弥 自然環境下でのプラスチックの生分 2, 4 0 0 (2) 解性評価
II 工学部 教 授 磯部 正治 染色体構造異常を利用した疾患関連 10,400 10,40 0 10,400 
遺伝子 群の解析法の開発
人文学部 教 授 鈴木 信昭
朝鮮に伝来した漢訳西学 書・天主教 3 '  8 0 0 II 
書の研究
人文学部 教 授 鈴木 信昭
東アジア出 版文化 の研究ー調整班 5 0 0 II 
(F 0 1）出版交流
人文学部 助教授 徳永 洋介 7G明時代における法律実用書の基礎 1, 5 0 0 II 的研究
工学部 教 授 北野 博巳
ブロックポリペプチド集積膜による 1, 8 0 0 II 
情報伝達と触媒機能の制御
工学部 教 授 繕 範立
スラリー相におけるF T合成用パイ 3 ,  9 0 0 2, 2 0 0 II 
モダル触媒の機能制御
教育学部 教 授 山西 潤ー
インタ ーネットを用いた国際共同学 3 ,  3 0 0 II 
習カリキュラムの開発
特定領域研究 石黒信由以下4代の編著書・作製地
(2) 教育学部 教 授 深井 甚三 図 ・考案測量器具に関する調査・研 2, 8 0 0 
2. 2 0 0 
究と日本近代化論
エストロゲン様活性の軽減を伴う不
II 工学部 助教授 星野 一宏 織布表面t音養法による内分泌焼乱物 2, 2 0 0 1, 7 0 0 
質含有廃水の浄化
硫黄一室素三重結合を有する多元素
，， 工学 部 教 授 吉村 敏章 環状化合物の合成と反応性に関する 2. 1 0 0 2' 2 0 0 
研究
近代日本における国土空間・社会空
基盤研究（A)(!) 教育学部 助教授 山根 拓 聞の編成過程に関する歴史地理学的 7' 1 0 0 2. 1 3 0 6. 2 0 0 3 ,  9 0 0 
研究
アフリカ熱帯森林帯における民族的
2’ 人文学部 助教授 竹内 潔 アイデン ティティの再編成に関する 8' 6 0 0 2, 5 8 0 8. 4 0 0 
人類学的研究
水素同位
高原子 番号材料に捕獲されたトリチ基盤研究(B) (2) 体科学研 教 授 松山 政夫 3 '  2 0 0 
究センター ウムのB I X  S法による追跡
工学部 助教授 高橋 隆一
光触媒Ti02スバッタ薄膜の可視光反 2, 3 0 0 II 
応化に関する研究
理学部 教 授 山田 恭司 遺伝子導入による油糧種子のビタミ 8, 3 0 0 4, 5 0 0 II 1, 7 0 0 ンE合成能力の僧強
火山噴火の影響を受けた遺跡・二次
II 理学部 教 授 酒井 英男 加熱遺物における熱履歴調査法の関 2, 3 0 0 1, 8 0 0 1, 7 0 0 
発と応用研究
情報教育指導の力量向上を目的とし
II 教育学部 教 授 山西 潤ー た教員用遠隔コラボレーションシス 3, 2 0 0 2, 0 0 0 1, 3 0 0 
テムの開発
水素同位
V一系低放射化材料における水素同II 体科学研 教 授 渡辺 国昭 3 ,  7 0 0 2, 5 0 0 1, 8 0 0 
究センター 位体の吸収・放出過程
赤外励起走査型AFM表面観測装置の
II 工学 部 教 授 北野 博巳 試作と高分子超薄膜ー水界面の特性 1 1 0 0 
解析への応用
極東地域
中国の固有企業改革と失業問題に関II 研究 セン 助教授 今村 弘子 2' 1 0 0 8 0 0 
タ ー する実態調査研究
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研究代表者
交付決定額 配分予定額
研究種目 研究課題 平成 14年度
所 属 職 氏 名 直接経費 間接経費
平成15年度 平成16年度 平成17年度
千円 千円 千円 千円 千円
基盤研究（C) (I) 経済学部 助教授 中 村 和之 所得分 配と 地方分権に関する財政学 1, 2 0 0 
的考察
人文学部 講 師 山崎けい 子
大学院レベルでの留 学 生指導の実態 1 ,  1 0 0 9 0 0 6 0 0 II 
調査
基盤研究（C) (2) 理学部 助教授 栗本 1孟
B中間 子 物 理と ニュートリノ物 理に 5 0 0 
よる新素粒子模型の探求
教育 学部 教 授 大森 克史
移動 境 界を有する流れ現象の有限要 7 0 0 II 
素解析に関する研究
教育 学部 助教授 宮部 寛志
逆相液体ク ロ マト グ ラ フィ一系 にお 5 0 0 5 0 0 II 
ける物質移動現象の速度 論 的解析
工学部 教 授 塩津 和章
表面創製による高機能付与材料の開 9 0 0 ” 
発と その超長疲労強度信頼性 評価
教育 学部 助教授 小Jll 亮
大 学 における 情報教育の成 果を 評価 5 0 0 II 
する情報活用ス キルテ ストの開発
工学部 教 授 唐 政
ク ロ ンー選択説 に基づく免疫的な ネッ 1, 2 0 0 II 
トワーク
一活性 ・ 二抑性 因 子反応拡散モデル
II 理学部 教 授 池田 策雄 における特異摂動 解の存在 と安定性 7 0 0 8 0 0 
に ついて
工学部 助教授 小出 虞路
カーブラ ックホ ール磁気圏における 6 0 0 5 0 0 6 0 0 R’ 
相対 論的ジェットの形成 機構の解明
へミ アセ タ ルー 中間体を 経由するPd
II 理学部 助教授 宮 津 員宏 錯体を用いる 立体選択的 環 化反応の 1, 3 0 0 
開発と 糖合成
基盤研究（C) (2) 工学部 助教授 小田 晃規 超安定炭素陽イオン 種の合成と構造 6 0 0 6 0 0 
化 学的研究
単細胞緑藻に含まれるC W型および
II 教育 学部 教 授 渡益量 ｛言 D O型 グルー プの微細構造と分子系 9 0 0 5 0 0 
統
摩榛力顕微鏡機構 とアルカリエッチ
II 工 学部 教 授 森田 昇 ン グを 併用した僅微細構造形成 法 に 7 0 0 
関する研究
工学部 教 授 小泉 邦雄
努力支援型立上がり介 助 座精 子の開 7 0 0 II 
発
地域共同
超耐熱合金中硫化 物 サブスケ ルーの
II 研究セン 助教授 草開 清志 1, 0 0 0 
タ ー
成 長形 態と 生 成 機構の解明
温度 場 ・ 濃度 場同時計調lシステムの
II 工学部 助教授 吉田 正道 開発と 融液晶析に及ぼすこ重拡散対 9 0 0 
流の影響
糖定常説 と脂肪定常説を統合する視
II 工学部 教 授 佐々 木和男 床下部 内摂食調節ネ ットワークの電 2, 0 0 0 
気 生 理学的解析
教育 学部 教 授 諮問 晴美
脳波 による温熱感覚および湿潤感覚 5 0 0 II 
の解析
教育 学部 助教授 深見友紀 子
ウエブサイト「音楽室」 環 境の確立 9 0 0 II 
と教育効果の実証
理学部 教 授 茂
無酸素光分解反応を 利用する有 機 塩 9 0 0 II 田口
素化 合 物を 含む排水の処 理
人文 学部 教 授 藤本 幸夫
日本現存朝鮮古刊本の調査と その語 1 ,  1 0 0 1, 0 0 0 9 0 0 5 0 0 II 
学的 ・ 書誌 学的研究
経済学部 助教授 本間 哲志
わが 国銀行業の 不確 実性動学モデル 1, 6 0 0 6 0 0 6 0 0 II 
の構築と 一般化市 場成 果の 推定
経済学部 助 手 上 木佐季 子
企業社会を 意識した社会 科学系学部 5 0 0 5 0 0 5 0 0 5 0 0 ” 
における情報倫 理教育
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所 属 職 氏 名 直接経費 間接経費
平成15年度 平成16年度 平成17年度
千円 千円 千円 千円 千円
経済学部 教 授 林 健治
国際会計基準導入と株価 形成に関す 8 0 0 6 0 0 ff 
る実証研究
理学部 助教授 阿部 幸隆
閉リー マン面の退化とヤコ ビ 多様体
1, 3 0 0 1, 1 0 0 1, 1 0 0 ff 
の極限
理学部 助教授 菊池 万里
マルチンゲールの手法によるBanach
1, 1 0 0 8 0 0 8 0 0 ，， 
関 数空間の解析
熱帯対流 圏準二年振 動とエルニーニョ
，， 理学部 助教授 川村 隆一 南方振 動の数十年スケール 変調に関 1 2 0 0 1 . 1 0 0 9 0 0 
する研究
理学部 教 授 松島 房和
分子 ア ニオンの回転遷移の検出とそ
2, 6 0 0 1 0 0 0 ff 
の周波数測定
理学部 助教授 大津 力
不均一系 立体 区別触媒による光学活
2, 8 0 0 1, 0 0 0 ff 
性 ア ミンの高立体選択的合成
酸化・還冗反応を利用するディーゼ
ff 工学部 教 授 山崎 量平 ル エン ジン排ガスの高 度浄化と熱回 2. 5 0 0 8 0 0 
収システムの開発
工学 部 教 授 鈴 木 正康 多項目同時計測素子としての高 度集 2, 4 0 0 1, 1 0 0 ff 
積型酵素スイッチの創製
極東地域
日米中の飼料穀 物 関 連企業に関するff 研究セン 教 授 酒井 富夫 9 0 0 1, 0 0 0 5 0 0 
タ ー
実証的研究
教育学部 教 授 田上 善夫
歴史時代の気候 変動と気候災害・民 8 0 0 7 0 0 5 0 0 ff 
間行事のかかわり
ff 経済学部 教 授 浅井 尚子 自 動車事故と救済 制度の選択 1, 7 0 0 1, 6 0 0 
基盤研究（C) (2) 工学部 教 授 村井 忠邦 先験情報を 活用した雷雲の電機構造 1, 8 0 0 1, 2 0 0 
推定に関する研究
ム ラサキ イガイの内臓より単厳した
ff 理学部 教 授 中村 省吾 重油 分解菌のキャ ラク タリゼーショ 1 7 0 0 1, 1 0 0 
ンと重油 分解 能
二厳化チ タン粒子を用いる水中の可
ff 工学部 教 授 長谷川 淳 塑弗lの連続フロ ー式 光触媒 分解ー凝 3. 1 0 0 5 0 0 
集 分離装置の開発
ウニ卵受精時 Ca''-transienlにお
ff 理学部 助 手 黒田 律 いて精子由来のN Oは機能 している 2, 3 0 0 8 0 0 
か？
萌 芽 研 究 理学部 教 授 酒井 英男
大地の残留磁気および誘導地 電位か
ら雷現象を探る研究
7 0 0 5 0 0 
ff 経済学部 助教授 柳井 雅也
環日本 海経済 圏 時代における国際的
7 0 0 5 0 0 
地域 連携の研究
工学部 助教授 安川 洋生
生 物のサイズを決定 する2つの細胞 6 0 0 ff 
数計数蛋白質の競合作 用の解析
理学部 教 授 黒田 英世
線虫C.e legans受精卵時のCa'+ -sig 5 0 0 ff 
nal ingの機構の解析
理学部 助 手 渡泡 了 マントル部 分溶融領域 最上部でのマ 8 0 0 3 0 0 5 0 0 ff 
グ マ蓄積に関する実験的研究
情報ネットワ ークを用いた社会 教育




若手研 究凶 体科学研 助教授 波多野雄治 6. 3 0 0 1, 8 9 0 1, 2 0 0 1. 3 0 0 
究センター
気用超透過膜の開 拓
若手研 究（B) 人文学部 講 師 小林 功
7-10世紀のビザンツ帝国におけ 9 0 0 
る都市とネットワーク
人文学部 助教授 中 島 淑恵 ベル ・ エポック期の女流 詩檀におけ 6 0 0 ff 
るジャポニズムの諸相
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所 属 職 氏 名 直接経費 間後経費
平成15年度 平成16年度 平成17年度
千円 千円 千円 千円 千円
李光沫の 歴史小説 と同時代の偉 人伝
II 人文学部 講 師 和田 とも美 との比較を通じ小説 と伝記の境界を 1, 0 0 0 
明 ら かにする
極東地域




Le巴 トYin 分子吸着ナノ 粒子の表面プラ ズ モンE’ 5 0 0 
Sandy 共鳴を利用した光誘起電子移動
II 理学部 助教授 和田 直 也
温暖化 と標高差に伴う環境変 化が高 400 
山植物の繁殖綴式 に及ぼす 影響
複合表面改質処 理によるフレ ッ ティ
II 工学部 助 手 岡根 正樹 ング 疲労特 性の改 善と破壊機構の解 9 0 0 
明
ミ スト冷却熱伝達の促進を目的とし
II 工学部 助 手 小坂 暁夫 た スプレー フラ ッ シュ 液体 微粒化 法 9 0 0 
の追究
工学部 助教授 広林 茂樹
残響音場における逆問題のブライン 6 0 0 II 
ド 解 法に関する研究
人文学部 講 師 伊藤 智樹
吃音者によるセルフヘルプ－グルー 6 0 0 5 0 0 5 0 0 II 
プにおける参加者の 自己変 容
II 経済学部 助教授 高山砲太郎
不登校をめぐる地域社会の 人間 形成 1, 2 0 0 8 0 0 1, 1 0 0 
機能の再 生
II 人文学部 助教授 加藤 重広
日本 語関係節 構造における発話 解釈 1, 2 0 0 1 . 1 0 0 8 0 0 
コスト に関する語用 論的研究
経済学部 助教授 青木 亮 規制緩和後の地域交通維持策への公 8 0 0 1. 0 0 0 9 0 0 II 
的関与のあり方
経済学部 助教授 馬 駿
日本の ベ ンチャー ・ビジネス起業 活 6 0 0 2 .  0 0 0 6 0 0 II 
動 に関する実証研究
マネジメント ・コントロ ルー におけ
II 経済学部 助教授 森口 毅彦 る「dislrus l」機能 に関する実証的 6 0 0 1 .  2 0 0 7 0 0 
研究
理学部 助 手 木村 巌 大域体の類数の非加除 性と岩湾 理論 1, 1 0 0 7 0 0 II への応 用
教育学部 講 師 斉藤 宣ー
摩擦型滑り ・ 漏れ境界条件下での 1, 3 0 0 1, 0 0 0 II 
Navier-Slokes方程式の有限要素近似
工学部 助 手 三井 隆志
金属表面吸着子 に 対する非弾 性トン 1, 0 0 0 5 0 0 ” 
ネル分光の基礎 理論
理学部 助教授 張 動
富山湾海底の地下 水湧出の実態とそ 2, 1 0 0 1, 4 0 0 II 
の海洋環境における役割の解明
高等植物 細胞における局所 的な細胞
II 理学部 助 手 唐原 一郎 壁修飾に関 わる小胞輸送に関する研 9 0 0 2. 0 0 0 
究
工学部 講 師 大路 貴久
無騒音 かつ弾力 性を有する永久磁石 2, 5 0 0 1, 0 0 0 II 
反発浮上 形コン ベアの開発
ナノ結晶組織を有する高強度Al合金
II 工学部 助 手 古井 光明 素形材を創製する温問 ・ 異方向圧延 1, 4 0 0 2 .  1 0 0 
プロセ スの開発
電機効果を利用した菌体内有用 物質
II 工学部 助 手 須加 実 の選択的放出分離回収システムの開 1, 4 0 0 8 0 0 7 0 0 
発
キャリア 教育を 重視した初等・中 等
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人 文学部 助教授 内 山 純 蔵
博士 （文学） （総合研究大学院大学）
平 成 1 4年 3 月 22 日
低湿地 立 地 の遺跡 に み る 縄文 時 代本州西部地域 の生業活動
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縄文時 代早期 末か ら 中 期 初頭 に お け る 若狭湾沿岸 と 琵琶湖周辺地域 の 動物考古学的考察一
日 本列島 の 環境 の 多様性 を 考 え れば， 縄文社会が 取 り 得 た
生業形態も 時 期 ・ 地 域 に よ っ て変異 に 富んで い た と 考 え ら れ る
が ， そ の 具体 的 な姿 に つ い て は ほ と んど未解明 で あ る 。 一方 ，
縄文 時 代遺跡は 中央構造線 （ フ ォ ッサ・ マ グ ナ ） 以東 に 集 中 し ，
西 日 本 に お い て希薄で あ る が ， こ の こ と か ら ， 当 時 の 人口 が 東
日 本 に 偏 っ て い た と 論 じ ら れて き た 。 し か し ， 人 口支持 力 の観
点 か ら は 東西 日 本 で は 大差な く ， 遺跡の 分布差は実際 の 人 口差
を 反映 し た も の で は な い と 考 え ら れ る 。 本論文 は ， 酋 日 本 に お
い て は考古学 上認識が困難 な遺跡が数多 く 形成され る よ う な生
活 パ タ ー ン が生業 戦 略 と し て採用され た 結果 ， 相 対 的 に み か け の 遺跡分布が希薄 と な っ た と 考
え ， この仮説 を 動物考古学的 分析 に 先史 人 類 学的解釈 を 加 え る こ と で論証 し たもの で あ る 。
本 論文 で は ， 西 日 本 の 日 本 海沿岸や琵琶湖周辺 の縄文早一 中 期 （7 4,  000 年 前 ） の遺跡か ら
出土 し た 当 時 の食糧残浮で あ る 動物遺存体 を 分析 し ， そ の結果 ， 西 日 本 に 広 く 生息す る コイ科
魚類 など淡水 魚類資源 が 定 住 を 可能 に す る 主 要 蛋白源 と し て利用さ れ ， これ を 中 心 に 夏一秋季
の 淡 水性低湿地 に 集住 が行 わ れ た こ と を 明 ら か に し た。 西 日 本 の 縄文 時 代 に は ， 淡 水 魚類資源
を 基盤 に し て淡 水 湖周辺 の 低湿地 に 大 規模な遺跡が形成さ れ る と い う 生活 パ タ ー ン ， い わ ば
「 フ ナ と コイ の縄文文 化 J が 展 開 し た と 推 定 で き る の で あ る 。 当 時 の低湿地 は発掘調査が極めて
困難 な 場 所 で あ り ， こ の こ と が， 西 日 本 で の縄文 時 代遺跡数 の み か け 上 の 少 なさ の主 要 原因で
あ る と 推定 す る と と も に ， 先 史 時 代研究 に お け る 生業復元 の 重 要 性 と そ の た め の 具体 的 方 法 論
を 呈示 し た 。
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異動区分 発令年月 日 氏名 異動前 の 所属官職 異 動 内 容
採 用 1 4. 6. I 金 子 幸代
教 授 人文学部
（国際文化学科文化環境論）
昇 任 14. 6. I 岸本 忠之 講 師 教育学部 （数学教育） 助教授 教育学部 （数学教育）
II 稲垣 応顕 講 師 教育学部 （附属教育実践総合
助教授 教育学部
セ ン タ ー） （附属教育実践総合セ ン タ ー）
臨時的任用 1 4. 6. 3 野沢 陽子 文部科学事務官（学生部学生課）（～1 4. 7 I 0) 
任用更新 1 4. 6. 1 6  山 田 智子 教 諭 教育学部附属養護学校 臨時的任用 を 更新する （ ～ 1 4. 8. 10 ) 
｛井 任 1 4. 6. 3 野沢 陽子 文部科学事務官 （学生部学生課） 人 文学部 ・ 理学部
���� 
理学部校舎改修工事が竣功し， 供用開始
老朽化 と 狭臨化 が 著 し かった理学部校舎の 第 1 期 改修
工事 が終了 し ， 供用 を 開始 し ま し た。
今 回 竣功 し た 理 学部校舎は， 昭和3 8 年 の 完成以来， 大
規模改修はほ とんど行われず， 日 々進 歩 す る 実験， 研究，
教 育に対応 し 難 く な り ， 耐震的にも劣って い た ため， そ
の 対応 が 迫 られて い たもの で す。
改修工事に よ っ て 生 まれ変わった 理 学部校舎は， 共用
ス ペ ー ス を 持つ総合研究棟 とな り ， 各実験室 は 実 験 内容
の 変化に対応 で き る オ ー プ ン ス ペ ー ス 方 式 を 採用 し た最
新 の 実 験器具 を 備 え て い ま す。 ま た ， 理学部 の 顔 と な る
玄関 の新築， 最新設備 を 備 え た 便所， 身障者用の エレベー
タやス ロ ー プ の 新 設， 2号館屋上 の 太陽光発電装置 の 設
置などが新 たに 行 われ ま し た。
新校舎 は ， 建物 の 桁行 き 方向に補強壁 （ダブル ス キ ン
方式） を 設 け た 耐震補強が施されて い る 他， 補強壁 と既
設壁の空間 を 設 備 機器 の た め の 配 管 ス ペ ー ス と し て 有効
利用 し て い ま す。
！：：，，.理学部玄関 の エ ン ト ラ ン ス ホール
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富山第一銀行奨学財 団 か ら 助成金の贈 呈
富 山 第一銀行奨学財 団 に よ る 富 山 県 内 の 高等 教 育 機
関 の研 究 活 動 及 び設備等 に 対す る 助成事業 に お い て ， 本
年 度 本 学 関 係 は 下 記 の 10 名 が採択され， 6 月 1 9 日 （水）
に 事務 局 大 会 議室 に お い て 助成 金 の 贈呈 式 が行われ ま し
た。 同 財 団 の 金 岡 理事長 か ら 各受 賞者 に 目 録 が贈呈され
た後， 受 賞者 を 代表 し て 理 学 部 中 村 省 吾 教 授 か ら 「社会
に 還 元 で き る 研 究成果 を 挙 げ る よ う 努 力 し た い 」 と の 謝
辞が述べ ら れ ま し た 。
ま た ， 学 長 か ら 財 団 の 長年 に わ た る 研究 助成 金 の 寄 付
に 対 し て感謝状が贈 られ， 引 き 続 き 行われた懇談会では，
各受賞 者 か ら 研究 課 題 に つ い て の 説 明 が あ り ， 和やか に
懇 談 が行 われ ま し た 。
部 局 研 究 代 表 者 研 究 題 目
人 文 学 部 中 島 淑恵 助教授
フ ラ ンス に お け る 礼儀作法書の変遷
ーベル ・ エポ ッ ク か ら 今 日 ま で
教 育 学 部 武蔵 博文 助教授
高機能 自 閉症児者の認知特性 に 応 じ た 教育的支援
に関する 実践研究
経 済 学 部 竹川 慎吾 教 授 介護保険制度 の 下 に お け る 高齢者福祉の実態
理 ρ寸とら� 音E 山崎 裕治 助 手 環境が生物の 生 息 と 遺伝的多様性に与え る影響
理 学 音E 酒井 英男 教 授
見 え な い 地下 を 採 る 地 中 レ ーダ法に よ る研究の推
進
工 学 部 広林 茂樹 助教授 室内音場 に お け る ブ ラ イ ン ド 的な逆問題解法
工
学
部 西村 克彦 助教授
新金属系超伝導体二棚化マ グネ シ ウ ム の実用化へ
の基礎的研究
人 文 学 部 中井 精一 助教授
学際的観点か ら の 日 本海地域文化に 関 す る 総合研
究 一 富山か ら の展望 と 提言一
理 A寸4� 部 中村 省吾 教 授
富山湾の水環境 を モ ニ タ ー す る 一富山湾の海水
汚染の現状把握 と 汚染拡大防止 を 目 指 し て ー
生涯学習教育 大石 昂 教 授
生涯学習社会 に お け る 高等教育機関の役割に関す
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経済学部 と大韓民国江原大学校経営大学が
学術交流 に関 す る 意見交換 を 実施
平成 8 年 2 月 1 日 に本学経済学部 と 学術 交 流に関 す る
学部間協定 を 締結 し た 大 韓 民国 江原大学校経営大学か ら ，
柳相葉経営大学長及び具正 諜産業 経済研究 所 長 が来 学さ
れ， 6 月 2 5 日 （火） に経済学部長室で学術交流に関す る
意見交換が行われ ま し た。
経済学部か ら は， 古 田 学部 長 の他， 海 井 教 授 （学部国
際 交 流 委 員 会 委 員 長） ， 金 教 授 （ 開 発 経 済 学） ， 柳井助教
授 （経済地理学） ， 丹羽教授 （極東地域研究セ ン タ 一 長） ，
酒井教授 （極東地域研究セ ン タ ー） が 同 席 し ， 両 学 部 の
学術交 流 を 発 展させ る た め の方策， シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 等
によ る 研究者交 流 の 推進につ い て 話 し 合 われま し た。
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ま た ， 柳学長， 具所長 は ， 本学瀧漂学長 を 表 敬訪 問さ
れ， 交 換 留 学 生 （江原 大 学 校 か ら 本学 へ の 留 学 生 2 名 ，
江原大学へ の 本 学 か ら の 元 留 学 生 l 名 ） を 交 え た 懇 談 会
に も 出 席され ま し た。 ム学術交流 に 関 し て意見 を述べ る 具所長， 柳学長 （左か ら ）
今 回 の 訪 問 を 機に， 両 学部 の 交 流 が ま す ま す 発 展 す る
こ と が期待され ま す。
中 華人民共和国上海大学 と 学術交流協定 を 締結
平 成 1 4年 6 月 28 日 付 け で ， 本 学 と 中 華 人 民 共 和 国 上 海
大 学 と の 間 で 大 学問学術交流協定が締 結され ま し た。
上 海 大 学 は 上 海 市 が 設置 す る 重点大学で， 1 994年に従
来 の 上 海 大 学 ， 上 海 工 業大学， 上 海科学技術大学， 上 海
科学技術 高 等 専 門 学校が合併 し て で き た 理学， 工学， 文
学， 美 術 ， 法 学 など の 学部に教職 員 数 約 3,000 人 ， 学 生
数約20 ,000 人 を 擁 す る 総 合 大学 で す。
こ れ ま で 本 学 で は ， 工 学 部 と 理学 部 の 教官が個別に同
大 学 の 教 官 と 交 流 を 図って き ま し た が， 今 回 の 大 学 問 協
定締結によ り ， 理 工 系 だ け で な く 人文 系 ， 社 会 系 を も 含
め た 幅広 い 分野で の 研究者 ・ 学生 の 活 発 な 交 流 が進 め ら
れ る こ と にな り ま す。
さ ら に， 今 回 ， 地理的に も 近 い 同 大学 と の 大 学問協定
が締 結された こ と によ り ， 本学が推進す る 環 日 本 海 地 域
と の 交 流 が 一 層 推 進され る も の と 期 待され ま す。
A上海大学を訪問 し た本学館山工学部長 （左） と 壮云乾上海大学mi校長 （中）
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 問
外 国 出 張 教育学部 助教授 宮 部 寛 志 カ ナ ダ
第26田高性能液相分離国際 シ ン ポ 1 4. 6. 2 
ジ ウ ム に 出席， 研究発表 1 4. 6. 8 
1 4. 6. 7 
工 学 部 教 授 佐 々 木 和 男 ス ウ ェ ー デ ン 疲労 に 関 す る 国 際会 議 に 出 席
1 4. 6 .  1 5  
工 学 部 講 師 米 山 嘉 治 南 ア フ カ
合成ガス か ら の 合成燃料製造 の調 1 4. 6. 7 
査， 研究 1 4. 6. 1 6  
1 4. 6. 8 
工 学 部 教 授 格 範 立 南 ア フ カ 視察
1 4. 6. 1 6  
第15回分取／プ ロ セ ス ク ロ マ ト グ 1 4. 6. 1 2  
教育学部 助教授 宮 部 寛 志 ア メ リ カ 合 衆 国 ラ フ ィ 一国際 シ ン ポ ジ ウ ム に 出席，
招待講演 1 4. 6. 20 
工 学 部 助教授 高 辻 則 夫 韓 国
第 2回A F D  M 国 際会議に 出席， 1 4. 6 .  16 
研究発表 1 4. 6. 1 9  
理 学 部 助教授 森 脇 喜 紀 ア メ リ カ 合 衆 国
分子分光国 際会議 に 出席， 発表， 1 4. 6. 1 6  
研究打せ 1 4. 6. 27 
人文学部 教 授 藤 本 幸 夫 韓 国 第 6 回環太平洋韓国学国際学術会
1 4. 6. 1 7  
議 に 出席， 研究発表 1 4. 6. 22 
第14回高分子粒子 ビーム 国際会議 14.  6. 22  
工 学 部 教 授 升 方 勝 己 ア メ リ カ 合 衆 国 及び第 5 回高 密度 Z ピ ンチ国際会
議 に 出席 1 4. 7. 4 
工 学 部 教 授 龍 山 智 祭 中 国
富 山 大 学 と 上海大学の 大学間協定 1 4. 6. 26 
書の締結交換 と 学術交流 を 行 う 1 4. 6. 30 
工 学 部 教 授 本味木之 克 徳 中 国 富山大学と 上海大学の大学問協定
14.  6. 26 
書の締結交換 と 学術交流 を 行 う 1 4. 6 .  30 
工 学 部 教 授 女 川 博 義 連 b口、 王 国 I L C  C 2002 第 四 回 液 品 国 際会
1 4. 6. 29  
議 に 出席 1 4. 7. 7 
海 外 研 修 工 学 部 助教授 西 野 精 一 ス ウ ェ ー デ ン
国際会議 「Fatigue2002J に 出 席， 1 4. 6. 2 
研究発表 1 4. 6. 9 
1 4. 6. 8 
教育学部 助教授 淡 川 典 子 カ ナ ダ 原子力行政 に 関す る 調査 ・ 研究
1 4. 6. 20 
工 学 部 教 授 岩 城 敏 博 ア メ リ カ 合 衆 国
Honoring Chang Lin Tien, A 1 4. 6. 2 1  
Symposiumに お い て研究討論 1 4. 6. 28 
1 4. 6 .  26 
理 学 部 教 授 石 川 義 和 中 国 研究交流及び情報収集 を 行 う 。
14.  6 .  30 
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教育学部附属 中学校の 田 中 広光教諭が全国国立大学附属学校
連盟創 立 50周年記念論文 コ ン テ ス ト で最優秀賞 を 受賞
こ の た び， 本学教育学部附属 中 学校 の 田 中 広光教諭が，
全 国 国 立 大 学 附属学校連盟創立50 周 年 記 念論文 コ ン テ ス
ト の B 部 門 「実践に よ る 『人 づ く り 』 教 育 と 附属学校 園
の 役割」 にお い て， 最優秀 賞 を 受賞され ま し た。
こ れ は ， 総合学習や情報教育など 問 中 学校 の 取 り 組み
につ い て論 じ た 同 教諭 の 論文 「富 山 大 学 ス ク ラ ム プ ラ ン
にお け る 附属 中 学校 の 『 人 づ く り 』 プ ラ ン J が 高 く 評価
されたもの で す。
表 彰 式 は A · B 部 門 の 入 賞 者 各 3 名 が 出 席 し て 5 月
3 1 日 （金） に東京 の 椿 山 荘 で 行 われ ま し た。
ム 表 彰 式で 挨 拶す る 田 中 教 諭
内 田 助教授が 日 本貿 易学会奨励 賞 を 受 賞
6 月 1 日 （土） ， 内 田 康郎 経済学部助教授が 日 本 貿 易 学会 よ り 奨 励 賞 を 授与されま し た。
こ れ は ， 同 助 教 授 の 著書 「国 際標準 と 戦 略提 携 」 が 同 協 会 正 会 員 の 研究業績 と し て極めて 高 い 水 準に到達 し て お り ，
新 し い 地 平 を 拓 い た と し て 高 く 評 価されたも の で す。
内 田 助教授は 経 済 学部経営 学科 所属。 専 門 は 経営管理論。
ム 内 田 助教 授 ム 日 本 貿 易 学会 か ら の 表 彰 状
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6 月 3 日 施 設 整 備 委 員 会
国 立大 学 再 編 ・ 統合検討委員会
4 日 国 立 大学等研究 協 力 部 課 長 会 議 （於 ： 学術
総 合 セ ン タ ー）
北 陸 地 区 国立大学長懇談会 （於 ： 金沢大学）
国 立 大 学 学 生 関 係 部 長 （ 相 当 職 ） 協 議 会
（於 ： 東 京 外 国 語 大 学）
5 日 国 立学校学生 関 係 部 長 ・ 課長 会 議 （於 ： 東
京医科歯科大学）
6 日 水 質 保 全 セ ン タ ー 運 営 委 員 会
入学試験実施委員会
7 日 入学試験管理委員会
1 0 日 人 文 ・ 社 会 科 学 系 学 長 懇 談 会 （於 ： K K R  
ホ テ ル東 京）
l 1 日 国 立大 学 等 国 際企画担 当 部課 長 会 議
1 0 日 ～ 1 1 日 国 立 学校 及 び施 設等機 関 等 総 務 部 課 長 会 議
（於 ： 学術総合セ ン タ ー）
1 1 日 ～ 1 2 日 国 立 大 学 協 会 総 会 （於 ： 国 立 オ リ ン ピ ッ ク
記 念 青 少 年総合セ ン タ ー ）
1 1 日 国 際企 画 担 当 部 課 長 会 議 （於 ： 学術総合セ
ン タ ー ）
1 3 日 国 立大 学 長 会 議 （於 ： 学士会館）
事 務 局 連 絡 会
1 3 日 ～ 1 4 日 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立 大 学 学 生 関 係 副 学長 ・
部 課 長 会 議 （於 ： 福 井 市）
1 4 日 再 編 ・ 統 合 検 討 委 員 会
北 陸 地 区 国 立 学 校 事 務 情 報 化 推 進 協 議 会
（於 ： 金 沢 大 学）
1 5 日 産官学連携推進会議
1 7 日 事務局連絡会
1 8 日 事務協議会
運営会議
大学入学者選抜 ・ 教 務 関 係 事項連絡協議会
（於 ： 神戸市）
1 9 日 富 山 第一銀行奨学財 団 目 録贈 呈 式
20 日 国 立大学再編 ・ 統合検討委員会
2 1 日 部 局 長 会 議
評 議 会
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24 日 事 務 局 連 絡 会
24 日 ～ 2 5 日 留学生 セ ン タ ー 長 ・ 留学生担 当 課 長等 会 議
（於 ： 仙 台 市）
25 日 新大学構想協議会 （於 ： 富 山 大学）
25 日 ・ 27 日 2 1 世紀 C 0 E プ ロ グ ラ ム 説 明 会
2 6 日 五 福 地 区構 内 一斉 清 掃
富 山 県大 学 長 懇 話 会 ・ 富 山 県大学連携協議
会 （於 ： 富 山 国 際大学）
27 日 国 立大 学入 試 担 当 課 長 連絡協議会 （於 ： 札
幌市）
27 日 ～ 2 8 日 留 学 生 交 流研究協議会 （於 ： 静 岡 市）
2 8 日 国 立 大 学再 編 ・ 統合検討委員会
｜ 附 属 図 書 館｜
6 月 26 日
～ 2 7 日 国 立 大 学 図 書館協議会総会 （於 ： 鳥取県県
民文化会館）
6 月 4 日 教 養 教 育 企画 専 門 委員 会
5 日 大学評価 ・ 学位授与機構 「教養 教 育 J 自 己
評 価 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
1 2 日 大 学 評 価 ・ 学位授与機構 「教養教育J 自 己
評価 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
1 9 日 大学評価 ・ 学位授与機構 「教養教育J 自 己
評価 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
2 6 日 大学評価 ・ 学位授与機構 「教養教育」 自 己
評価 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ
｜ 人 文 学 部 ｜
6 月 1 0 日 特 別 昇 給 委 員 会
1 1 日 学部入学試験 委 員 会
学 部 予 算 委 員 会
1 2 日 人 文 科学研究科委員会
教授 会
1 8 日 特 別 昇 給 委 員 会
平成14年7月 -ザー





学 部 学 生 生 活 ・ 就職指導委員会
教授会
学部予算委員会
｜ 教 育 学 部 ｜
6 月 1 日 日 本教 育 大 学協 会 附属学校 連 絡協議会 ・ 分
科会並び に 附属学校 連 盟 校 園 長 ・ 副校 園 長
総会 ・ 校種別部会 ・ 連 盟 代 議 員 会 （於 ： お
茶 の 水 女子 大 学）
4 日 附属学校 国 一 斉清 掃
5 日 予 算 委 員 会
給 与及び在外研究員 等検討委員会
教 育 学 部 及 び 附属学校 園 共 同 研究 プ ロ ジ ェ
ク ト 運営 委 員 会
拡 大 将 来 計 画 委 員 会
6 日 附属学校 園 合 同 運 動 会
1 1 日 附属小学校避難訓練





1 8 日 水泳指 導 に 際 し て の 救急 法 講 習 会
1 9 日 「総合 的 な学習 の 時 間」 に 関す る 教 育 運営
協議会
予 算 委 員 会
20 日 全 国 国 立 大 学 教 員 養 成 学 部 事 務 長 協 議 会
（於 ： 金 沢 都 ホ テ ル ）
教育学部及び附属学校 園 共 同 研究 プ ロ ジ ェ
ク ト 運営委員会研究 推 進 委 員 会
2 1 日 日 本 教 育 大学協会評議員会 （於 ： K K R ホ
テ ル東京）
24 日 教 育 方 法 改 善 委 員 会
附 属 中 学校 ・ 事務室避難訓練
25 日 プ ー ル 開 き
26 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会
学 部 教 務 委 員 会
紀要編集委員会
報 第450号
拡 大 将 来 計 画 委 員 会
学 部 一 斉 清 掃
2 8 日 大 学院 連 合教育研究科 （博士課程） 設置構
想 委 員 会 （於 ： 愛 知 教育 大 学）
｜ 経 済 学 部 ｜
6 月 4 日 図 書等 委 員 会
5 日 学部入学試験委員会
研究科委 員 会 小 委 員 会
6 日 生涯学習 ・ 広報委員会 （持 ち 回 り ）
7 日 学部総務委員会
1 2 日 学部入学試験委員会
1 3 日 ～ 1 4 日 春 季 国 立 1 2大学経済学部 ・ 経営学部学部長
及び事務長会議 （於 ： 小樽商科大学）
1 8 日 学部教務委員会
1 9 日 就職指導委員会
人 事 教 授 会
研究科委員会
教授会
25 日 大 韓 民 国 江 原 大 学校経営大 学 と の 学術 交 流
に 関 す る 意見交換
図 書等 委 員 会
学 部 学 生 生 活 委 員 会
2 6 日 経済学部外 国 人 留学生 と チ ュ ー タ ー 及 び指





6 月 6 日 排 水 安 全 専 門 委 員 会
大 学 院 理工 学研究科 博 士 前 期 課 程 理学部会
教 育 委 員 会
7 日 学部入試委員会
1 2 日 大 学 院 理 工 学研究科博 士 前 期 課 程 理学部会
教 授 会
人 事 教 授 会
1 8 日 古紙 回 収
1 9 日 排 水 安 全 専 門 委 員 会 委 員 ・ 水質 保 全 セ ン タ
一 運 営 委 員 会 委員 合 同 委 員 会
2 1 日 学部就職指導委員会
24 日 2 1 世 紀 C 0 E 対応理工学委員会
2 5 日 ガ ラ ス 工 作 室運 営 専 門 委 員 会
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26 日 学 部 教 務 委 員 会
構 内 一 斉 清 掃
28 日 学部施設委員会
� 
6 月 5 日 外 国 人 留学 生 委 員 会
6 日 工学部案 内 編集 委 員 会
1 7 日 学部教務委 員 会
学部入学試験検討委 員会
1 8 日 学 部 就 職 指 導 委 員 会
1 9 日 教 授 会
専 任 教 授 会
理 工 学研究科博 士 前 期 課 程 工 学部 会
24 日 工 学部 案 内 編集委員会
2 1 世紀 C 0 E 対応 理 工 学 委 員 会




6 月 4 日 運 営 委 員 会 （持 ち 回 り ）
1 7 日 運 営 委 員 会 （持 ち 回 り ）
1 8 日 大 学 院 生 教 育 講 座
総合情報処理センター
6 月 1 0 日 運 営 委 員 会
第450号
27 日 国 立 大 学総合 情報処理セ ン タ ー 協議会
6 月 1 1 日 運 営 委 員 会 （持 ち 回 り ｝
ベンチャービジネスラボラ トリー




株式所有等 に よ り 営利企業の経営 に 参加 し 得 る 地位 に
あ る 職員の報告 に つ い て
第450号
こ の こ と に つ い て ， 人 事 院規則 1 4 2 1  （株式所有等 に よ り 営 利 企業 の 経営 に 参加 し 得 る 地位 に あ る 職員 の 報 告
等 ） に 基 づ き ， 国 家 公務員が株式等 を 所 有 し て い る 場 合 で 一 定 の 要 件 （発行済株式総数の 3 分 の l を 超 え る 株
式 を 有 し て お り ， か つ ， 当 該株 式 に 係 る 会 社 が 職 員 が 在 職す る 機 関 （すべ て の 文部科学省機関） と 密 接 な 関 係 が
あ る こ と 等 ） に 該 当 す る 場合 ， そ の 職 員 に は 人 事 院 へ 報 告 義 務 が 課せ ら れ て い ま す の で ， 該 当 の 方 は ， 総 務 部 人
事 課 職 員 係 （ 内 線 6 0 1 9 ） へ お 知 ら せ く だ さ い 。
※ 従 前 の 学報 掲 載 （平成 1 3年 1 2 月 第443号） 時 に は ， 下 線 部 分 が （富 山 大 学 ） と な っ て お り ま し た が ， 今後 は 上
記 の と お り 取 り 扱 わ れ ま す の で ， ご注意 く だ さ い 。
（総務 部 人 事課）
国家公務員倫理規程事例集の活用 に つ い て
こ の た び， 国 家 公 務 員 倫 理 審 査 会 よ り 「 国 家 公 務 員 倫 理規程事例集 （平成 1 4年 改 訂 版） 」 が 発 行 さ れ ま し た 。
こ の 事 例 集 は ， 倫理審査会 の ホ ー ム ペ ー ジ （h t t p : //www. j i n j  i .  go. j p/r i nr i / i ndex. h tm） に 掲載 さ れ て い ま す の で ，
是 非 ご 覧 く だ さ る よ う お 願 い し ま す。
（総 務 部 人 事課）
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ム教育学部中庭の池 に飛来 し た カ ルガモの親子
ム 6 月 6 日 （木） に 開 催 さ れた教育学部附属学校園合同運動会の 1 シ ー ン
第450号
編 集 富山大学総務部企画室 干 930 - 8555富山市五福3190 TEL . (076) 445 - 6029 FAX . (076) 445 - 6033 
印刷所 あ けぼの企画欄 干930 一 0031富山市住吉町 1 - 5 - 18 TEL . (076) 424 1755 FAX . (076) 423 - 8899 
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